
時
は
二
〇
二
五
年
、
各
地
で
新
幹
線
の
延
伸
や
リ
ニ
ア
開
通
を
控
え
、

日
本
全
国
で
観
光
客
を
集
め
る
施
策
が
練
ら
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、
こ
こ
松
山
で
も
一
大
事
業
が
完
成
し
た
。

松
山
駅
の
高
架
化
と
路
面
電
車
と
の
立
体
交
差
化
、

そ
し
て
駅
前
に
現
れ
た
、
巨
大
な
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
。

か
の
文
豪
夏
目
漱
石
が
、
こ
こ
松
山
を
舞
台
に

描
い
た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
、

松
山
駅
に
降
り
立
っ
た
観
光
客
を
真
っ
先
に

出
迎
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
手
に
持
っ
た
お
盆
に

乗
る
こ
と
で
自
重
に
よ
っ
て
お
盆
が
降
下
し
、

特
急
列
車
「
し
お
か
ぜ
」
か
ら

市
内
電
車
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
」
に

乗
り
換
え
ら
れ
る
の
だ
。

こ
の
巨
大
な
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
正
体
は
、

「
か
ら
く
り
人
形
」
で
あ
る
。

か
ら
く
り
坊
っ
ち
ゃ
ん
人
形
の
登
場
に
よ
り
、

松
山
は
ま
す
ま
す
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

道
後
温
泉
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
な
ど
の
各
観
光
名
物
が
、

今
ま
で
以
上
に
賑
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
の
活
躍
は
、
百
年
の
時
を
超
え
て

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。



時
は
二
〇
二
五
年
、

伊
予
国
松
山
に
巨
大
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「karakuri

」
現
る

日
本
に
お
い
て
は
東
京
へ
の
人
口
集
中
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
作
る
た
め
に

地
方
都
市
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
に
は
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
い
日
本
へ
の
外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
ん
な
中
、
現
在
松
山
市
で
は
松
山
駅
周
辺
一
帯
の

交
通
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
、
松
山
駅
の
改
築
に
着
手
し
て
お
り
、

県
都
の
陸
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。（
参
考
文
献
壱
）

そ
こ
で
私
た
ち
は
松
山
市
の
事
業
計
画
に
合
わ
せ
て
、

二
〇
二
五
年
ま
で
に
導
入
可
能
な
、

か
ら
く
り
巨
大
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「karakuri

」
を
提
案
し
、

さ
ら
な
る
都
市
活
性
化
を
促
す
。

路
面
電
車
の
延
伸

お
よ
び
停
留
所
の
移
設

Ｊ
Ｒ
松
山
駅
の

高
架
工
事

karakuri

設
置
場
所

巨
大
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

「
ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ｉ
」

松
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
図

を
も
と
に
し
た
再
開
発
イ
メ
ー
ジ

 
 

 
 

　
　
               (

参
考
文
献
参
）

Ｊ
Ｒ
松
山
駅
東
口
の
現
況

Ｊ
Ｒ
松
山
駅
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

 
 

 

　
　
　

（
参
考
文
献
弐
）

　

壱
．
県
都
松
山
の
陸
の
玄
関
に

　
　

   

ふ
さ
わ
し
い
拠
点
性
、
機
能
性

　

弐
．「
松
山
の
顔
」
と
し
て
の

         

風
情
の
演
出

　

参
．
公
共
交
通
機
関
の

         

乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
向
上

約
一
〇
メ
ー
ト
ル



弐
、
江
戸
時
代
の
技
術
を
駆
使
し
た
、
か
ら
く
り
仕
掛
け

参
、
電
気
的
な
動
力
が
不
要

江
戸
時
代
に
花
開
い
た
か
ら
く
り
文
化
が
、

数
百
年
の
時
を
経
て
、
此
処
松
山
に
よ
み
が
え
る

か
ら
く
り
は
歯
車
や
カ
ム
を
用
い
た

機
械
仕
掛
け
で
あ
り
、
そ
の
技
術
は
十
七
世
紀
頃
に

花
開
き
、
日
本
の
伝
統
文
化
と
し
て

今
も
残
っ
て
い
る
。

「 karakuri

」
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
だ
け
で
な
く
、

日
本
古
来
の
技
術
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

日
本
の
伝
統
文
化
を
後
世
に
ま
で
伝
え
る
役
割
も
担
う
。

江
戸
時
代
は
究
極
の
エ
コ
時
代
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。（
参
考
文
献
肆
）

大
量
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
現
代
に

必
要
と
さ
れ
る
エ
コ
な
機
構
は
、

「 

か
ら
く
り
」
に
あ
っ
た
。

「 karakuri

」
は
、
人
の
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

上
手
く
利
用
し
、
機
械
的
な
動
力
の
み
で

昇
降
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

・
江
戸
時
代
の
主
要
興
業
の
一
つ

・
愛
知
万
博
に
て
「
か
ら
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

  

行
わ
れ
る
な
ど
、
現
在
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「karakuri

」
の
基
本
原
理

karakuri
と
は
？

壱
、
乗
っ
て
楽
し
い
巨
大
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

「 karakuri

」
はJR

松
山
駅
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
、
か
ら
く
り
人
形
を

模
し
た
巨
大
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

通
常
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
異
な
り
、

た
だ
単
に
人
を
運
ぶ
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
工
夫
に
よ
り
、

乗
っ
た
人
を
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
役
割
も
果
た
す
。

壱
、
人
が
乗
る

弐
、
台
が
下
が
り
、

　
　

連
動
し
て
錘
が
上
が
る

参
、
人
が
降
り
る
と
、

　
　

錘
が
下
が
り
、
再
び
台
が
上
が
る

動
き
の
流
れ



添
乗
員
が
一
名
お
り
、

松
山
の
魅
力
やkarakuri

の

仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る

従
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
移
動
の
手
段
で
し
か
な
か
っ
た

「karakuri

」
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
新
し
い
価
値
を
提
供
す
る

参
、
名
物
に
な
る

弐
、
二
つ
の
駅
を
つ
な
ぐ

壱
、
乗
る
こ
と
が
楽
し
い

「 karakuri

」
は
松
山
観
光
の
玄
関
口
に

設
置
さ
れ
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る

か
ら
く
り
に
触
れ
ら
れ
る
と
い
う

体
験
を
提
供
し
、
旅
の
思
い
出
に
花
を
そ
え
る
。

ま
た
、
お
盆
の
上
で
は
松
山
の
名
産
品
を

試
飲
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
々
な
お
も
て
な
し
に
よ
り
、

思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
ろ
う
。

「 karakuri

」
は
も
ち
ろ
ん
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の

利
便
性
を
十
分
に
確
保
し
て
い
る
。

JR

松
山
駅
と
伊
予
鉄
道
の

坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
停
車
駅
を
つ
な
い
で
お
り
、

観
光
客
を
快
適
に

松
山
の
街
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

JR

福
井
駅
の
恐
竜
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や

お
台
場
の
ガ
ン
ダ
ム
な
ど
、

巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
話
題
を
呼
び
、

そ
こ
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
る
。

「 karakuri

」
も
同
様
に
、

松
山
駅
の
顔
と
し
て

観
光
名
所
の
一
つ
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

記
念
撮
影

名
物
の
試
飲
食

karakuri
の
利
点

新
規
ル
ー
ト

従
来
ル
ー
ト

お
台
場
ガ
ン
ダ
ム

福
井
駅
恐
竜

・
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス

・
坊
っ
ち
ゃ
ん
団
子

・
一
六
タ
ル
ト

・
伊
予
柑

な
ど
の
松
山
名
物
を

試
飲
食
で
き
る

添
乗
員



梁

荷
重

歯
車

松
山
駅
の
未
来
予
想
図

karakuri

の
腕
に
対
応

レ
ゴ
に
よ
る
一
部
試
作

松
山
の
活
性
化
プ
ロ
セ
ス

　

壱
、
駅
の
再
開
発
お
よ
びkarakuri

の
設
置

　
　
　

に
よ
り
観
光
客
増
加

　

弐
、
公
共
交
通
機
関
、
飲
食
店
、
宿
泊
施
設

　
　
　

な
ど
の
需
要
増
加

　

参
、
観
光
業
の
雇
用
促
進

参
考
文
献
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業
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画
図
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．「
お
台
場
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ダ
ム
」
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．「
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恐
竜
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udag
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決
し
て
夢
物
語
で
は
な
い

　

実
現
性
、
費
用
対
効
果
と
も
にkarakuri

は
十
分
に
期
待
で
き
る

壱
、
高
い
実
現
性

参
、karakuri

と
そ
の
未
来

「 karakuri

」
は
主
に
歯
車
と
リ
ン
ク
機
構
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
単
純
な
構
造
で
あ
る
。

そ
の
た
め
現
在
の
技
術
で
も

十
分
に
実
現
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。

「karakuri

」
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

松
山
市
の
活
性
化
は
大
い
に
期
待
で
き
る
。

（
活
性
化
プ
ロ
セ
ス
を
左
に
示
す
）

ま
た
、
周
辺
地
域
の
交
通
の
要
所
で
あ
る
松
山
が

活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
隣
都
市
に
も

同
様
に
観
光
客
が
増
加
す
る
と
い
う

波
及
効
果
も
期
待
で
き
る
。

「karakuri

」
と
共
に
歩
む
松
山
の
未
来
は
明
る
い
だ
ろ
う
。

弐
、
設
計
の
し
や
す
さ

電
源
が
不
要
な
た
め
、

そ
れ
に
付
随
し
部
品
点
数
も
少
な
く
て
済
む
。

そ
の
た
め
、
梁
の
強
度
計
算
な
ど

簡
単
な
計
算
の
み
で

設
計
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

例
、
梁
の
太
さ
を
試
算
す
る

・
片
持
ち
梁
と
仮
定

・
荷
重
は
人
間
（
計
六
〇
〇
㎏
）

　

お
よ
び
梁
の
自
重
と
仮
定

・
松
（
角
材
）
を
使
用
す
る

・
松
の
許
容
曲
げ
応
力
と
、

　

梁
の
最
大
曲
げ
応
力
を
比
較

　
結
果

梁
の
長
さ
五
ｍ
の
場
合

縦
三
〇
㎝
、
横
一
五
㎝×

二
本

で
強
度
的
に
問
題
は
な
い



之
、
か
ら
く
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
巧
な
り

歯
車

滑
車か

さ
歯
車

錘

斜
歯
歯
車

内
部
詳
細
図

腕
部
に
は
リ
ン
ク
機
構
を

設
け
て
お
り
、

台
を
水
平
に
保
て
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
る
。

腕
は
歯
車
と
固
定
し
て
お
り
、

腕
の
上
下
動
に
合
わ
せ
て

歯
車
が
回
転
す
る
。

台
と
連
動
し
て
、
歯
車
が
回
転
・
伝
達
し

滑
車
に
よ
っ
て
重
り
が
上
下
す
る
。

ま
た
同
軸
に
設
置
さ
れ
た
斜
歯
歯
車
が

腰
部
の
傘
歯
車
と
噛
み
合
う
。

こ
れ
に
よ
り
腰
と
腕
の
連
動
が

可
能
と
な
る
。

最
上
昇
時

お
盆

拡
大
図

腕
部
詳
細
図

最
下
降
時

機
巧
全
体
図

外
筒

橙
色
で
囲
ん
だ
部
分
の
機
巧
図

を
以
下
に
示
す
。

基
本
設
計

搭
乗
人
数　

一
〇
人
（
六
〇
〇
㎏
）

移
動
時
間　

片
道
二
分

　
　
　

（
試
飲
食
や
写
真
撮
影
）

稼
動
回
数　

六
〇
回
／
日

　
　
　

（
特
急
電
車
の
本
数×

三
）


